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モンゴル

　モンゴル経済は、引き続き世界経済・金融危機による困

難に直面している。2009年第１四半期の後半には、GDP

は前年同期比でマイナス4.2％となった。産業生産額は昨

年11月から７カ月連続で減少し、貿易収支、政府財政収支

は赤字にとなり、失業者数は増加している。一方、５月に

はインフレ率は１桁に落ち着き、為替レートの減価傾向も

一段落してきている。

インフレ・為替レート・失業

　消費者物価を基準としたインフレ率は、１月の前年同期

比20.7％から、５月には同8.0％まで低下した。これはモン

ゴル銀行（中央銀行）の金融政策の引き締めによるもので、

同時に失業者数の増加も生じている。モンゴル銀行は３月

11日、インフレを抑制するとともに、資本の対外流出を抑

制し、通貨トゥグルグの主要通貨に対する極端な減価を防

ぐため、政策金利を9.75％から14％に上げた。国内では今

年初めのトゥグルグの急速な減価によって、外国通貨建て

預金への資金の移動が生じている。しかし、政策金利は６

月12日に11.5％に引き下げられた。５月のインフレ率を品

目別に見ると、食料品が前年同期比マイナス0.1％と低下

した。一方で上昇率の高かったのは、教育サービスの前年

同期比39.9％、アルコール飲料・タバコの同22.4％であった。

　５月時点で通貨トゥグルグの対米ドル為替レートは、１

ドル＝1,428トゥグルグで、３月の同1,524トゥグルグから

増価している。５月のレートは前年同期比23％の減価であ

る。またトゥグルグは同時期に、中国元に対しては前年同

期比25％減価し、ロシアルーブルに対しては同7％増価した。

　５月末の登録失業者数は38,800人で、2002年以来の高水

準となっている。これは前年同期を20.4％上回っている。

また新規登録失業者数は、前年同期を43.7％上回った。企

業の人員削減によって職を失った新規登録失業者は、前年

同期の2.3倍になった。

国家財政

　2009年１－５月の財政収支は、1,918億トゥグルグの赤

字となった。増大する支出と前年を下回る収入が、赤字を

拡大させた。１－５月期の財政収入は前年同期を22.8％下

回り、財政支出は前年同期を1.5％上回った。支出の増加は

主に前年同期を8.2％上回った賃金・給与によるものである。

　国会は３月に、今年の財政赤字をGDP比5.4％以下に抑

える修正予算案を可決した。これは政府がIMFと合意した、

経済安定化のための18カ月支払準備（SBA）協定に沿っ

たものである。これと関連し、日本政府はアジア開発銀行

（ADB）のモンゴルの社会分野に対する6,000万ドル規模の

融資プログラムとの協調融資として、5,000万ドルの融資

枠を用意している。そのうちの3,000万ドルを、7月にADB

を通じて融資することが決まった。

産業生産額

　2009年１－５月の産業生産額は、前年同期比7.2％減と

なった。部門別に見ると製造業の落ち込みが最も大きく前

年同期比21.8％減、鉱業が同1.5％減となった。一方、エネ

ルギー・水供給部門は同2.6％の成長を達成した。輸出の

産業生産額に占める割合は、前年同期の69.3％から50.6％

に低下した。

　５月末時点で産業部門の雇用は47,200人であった。これ

は前月を1,300人、前年同月を2,300人下回っている。

農業

　2009年１－５月の新生畜の生存数は1,250万頭で、前年同

期を110万頭上回った。しかし生存率は0.3ポイント下回った。

　６月１日時点で、24万3,343ヘクタールの農地が耕作さ

れている。これは前年同期を65.7％上回る規模である。全

農地の93％で小麦が栽培されている。

外国貿易

　2009年１－５月のモンゴルの貿易相手国は90カ国、貿易

総額は13億ドルで前年同期を40％下回った。このうち輸出

は前年同期比40.5％減、輸入は同39.6％減となった。貿易

収支の赤字額は１億100万ドルに拡大した。４月の貿易赤

字は2,200万ドル、５月は800万ドルであった。

　輸出金額の減少のうち57％は輸出品価格の低下によるも

ので、残りの43％は輸出数量の減少によるものである。３

月の平均価格は、前年同月の１トンあたり926.1ドルから、

同576.7ドルに低下した。

　１－５月にモンゴルの主要輸出品である銅精鉱の輸出額

は58.7％減少したが、輸出量の減少はわずか1.3％にとど

まっている。石油製品は輸入全体の20.5％を占め、その

96.1％はロシアからの輸入である。

大統領選挙

　５月24日に大統領選挙が行われ、野党民主党の候補、エル

ベクドルジ氏が当選した。氏は1998年、2004～6年の２度、首

相を務めている。政府の腐敗追放と、鉱物資源からの収益を

人々に分配する選挙公約が、多くの有権者の支持を集めた。

 （ERINA調査研究部研究主任　Sh. エンクバヤル）
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2005年 2006年 2007年 2008年 2009年1Q 2009年4月 ５月 １－５月
GDP成長率（対前年同期比：％） 7.3 8.6 10.2 8.9 ▲ 4.2 - - -
産業生産額（対前年同期比：％） ▲ 4.2 9.1 9.7 2.8 ▲ 8.3 ▲ 5.4 ▲ 6.1 ▲ 7.2
消費者物価上昇率（対前年同期比：％） 9.5 6.0 15.1 22.1 16.3 12.5 8.0 8.0
登録失業者（千人） 32.9 32.9 29.9 29.8 34.8 36.7 38.8 38.8
対ドル為替レート（トゥグルグ） 1,221 1,165 1,170 1,268 1,524 1,424 1,428 1,428
貿易収支（百万USドル） ▲ 113 107 ▲ 114 ▲ 710 ▲ 72 ▲ 22 ▲ 8 ▲ 101
　輸出（百万USドル） 1,064 1,542 1,948 2,535 322 122 149 593
　輸入（百万USドル） 1,177 1,435 2,062 3,245 394 144 156 694
国家財政収支（十億トゥグルグ） 73.3 123.4 133.2 ▲ 305.7 ▲ 106.9 ▲ 36.5 ▲ 48.3 ▲ 191.8
国内貨物輸送（百万トンキロ） 10,268 9,693 9,030 9,051 1,777 - - -
国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ） 9,948 9,226 8,361 8,261 1,686 686 732 3,104
成畜死亡数（千頭） 677 476 294 1,641 598 288 148 1,033

（注）消費者物価上昇率、登録失業者数、為替レートは期末値。
（出所）　モンゴル国家統計局『モンゴル統計年鑑』、『モンゴル統計月報』各号 ほか


